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序

文

　

『

釋
摩
訶
衍
論
』

は

龍
樹
を

作
者
と

し、

筏
提
摩

多
の

翻

訳

で

あ
る

と
さ
れ
る
が
、

そ

の

実
、

そ
の

成
立

時
期
は

法

蔵
（

六

四
三

〜

七
一

二
）

の

最

晩
年
か

ら
戒
明

の

日

本
将
来
（

七
八
〇

年
前
後
）

ま
で
の

間
で

あ
る
こ

と

は

確
実
で

あ
り、

そ

れ

故
に

そ

れ

は

確

実
に

僞
作
で

あ
る

に

相
違
な
い

。

し

か

し
な
が

ら
そ
の

厳
密
な
成
立

時
期

・

地
域
に

関
し

て

は

今
も
っ

て
必

ず
し

も
明

ら
か

で

は

な

い

の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は
『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

存
在
を
示

唆
す
る

外
的

資
料
が

不
足
し

て
い

る

点
に

由
来
す
る

。

　
さ

て
、

こ

の

よ

う
な

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

成

立

問
題
に

対
す
る
一

つ

の

見
解
と

し

て

新
羅
成
立

説
が

提
起

さ

れ

た
。

安
然
撰
の

『

悉

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　ハ
よ

曇
藏
』

巻
第
一

に

於
て
「

次
我

和
上

據
大
安
寺

新
羅
國
信
珍
聰
口

説、

是
新
羅
國

中
朝
山
僣
月
忠
僞
作

。

於
延

暦
目
録
注

云
月
忠

。

」

と

述
べ

ら

れ、

新
羅
国
の

僧
珍
聰
が

『

釋
摩
訶
衍
論
』

は

同
じ

く
新
羅
国
の

僧
で

あ
る

月

忠
の

僞
作
で

あ
る
と

判
じ
た

旨
を

円
仁
が

聞
き
受
け
た

と

し

て

お

り、

こ

の

新
羅
成
立
説
は
古
く
は

円

仁
の

時

代
に

ま
で

さ

か

の

ぼ

る
こ

と
が

で

き
る

。

但
し

こ

の

古

来
か

ら

の

新
羅
成
立
説
は

あ

く
ま

で

も
伝
聞
に

依
拠
し

て

お
り、

ま
た

こ

の

珍
聰
の

存
在
自
体
も
必

ず
し
も
明

瞭
で

は

な
い

と

い

う
こ

と

で

あ
れ

ば
、

現

代
の

立

場
か

ら
す
れ

ば

信
用

す
る

に

足
ら
な
い

こ

と

は

明

ら
か

で

あ
る

。

こ

の

度
の

新
羅
成
立

説
は

文
献
実
証

学
の

立

場
か

ら

『

釋

摩
訶

衍
論
』

と
い

く
つ

か

の

新
羅
成
立
の

論
書、

殊
に

海
東

華
厳
系
の

著

作
と
の

類
似
性
を
指
摘
し、

そ
の

関
連

性
か

ら
『

釋

摩
訶

衍
論
』

は

新
羅
成
立

で

あ
る

と

導
い

て

お
り、

『

釋
摩
訶

衍
論
』

の

成
立

問
題
を

考
察
す
る
に

当
た
っ

て
一

つ

の

指
針
を
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与
え

う
る

示
唆
に

富
ん

で

い

る
。

筆
者
も

同
じ

く
そ
の

成
立

問
題
を

含
め

て

関
心

が

あ
り、

そ

れ

を
重
大
な

問
題
と

し
て

認
識
し
て

い

る

者
の
一

人
と
し

て
、

こ

の

新
羅
成
立
説
の

如

何
を

問
う
こ

と
は
ど

う
し

て

も

不
可
避
な
の

で

あ
る

。

　

新
羅
成
立

説
を

提
起
す
る
に

際
し

て

『

金
剛
三

昧
經
』

と
の

関
連

性
に
つ

い

て

も
指
摘
さ

れ

て
い

る

が
、

そ

れ

は

必

ず
し

も
新
羅

成

立

を
断
定
し
う
る

も
の

で

は

な
い

故
に

、

さ

し

あ
た
っ

て

本
論
で

は

特
に
、

そ

の

海
東
華
厳
と
の

類
似
性
は

成
立

地

域

を
果
た

し

て

断
定
す
る
の

に

足
る

だ

け
の

も
の

で

あ
る
の

か

を

敢
て

批

判
的
に

検
討
す
る

こ

と

に

よ
り

、

今
後
の

成

立

問
題
考
察
の

た

め

の
一

助
に

し

よ
う
と

考
え
る
の

で

あ

る
。

　

『

釋

摩
訶

衍

論
』

の

新
羅
成

立

説
を
前
面
に

打
ち

出
し

た

の

は
、

石
井
公
成
氏
の

「

『

釋
摩
訶

衍

論
』

の

成
立

事
情
」

（

鎌
田

茂
雄

博
士

還

暦

記
念
論
集

『

中
国
の

仏
教
と

文
化
』

所
収
V

な

る

論
文
で

あ
る

。

こ

こ

で

は

そ
の

「

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

成

立

事

情
」

に

於

い

て

提
示

さ

れ

た

新
羅
成

立

説

の

最
も
肝
要
な
根
拠
で

あ
る

新
羅
論
書
と

の

関
連
性
に

つ

い

て

検
証
し

て

み

よ
う
と
思

う
。

　

そ

れ

で

は

ま

ず
最
初
に
、

そ

の

論
文
中
で

根
拠
と

し

て

い

る

箇
所
を
本
文
か

ら
忠
実
に

抜
粋
し

て

み

る
と
、

以

下
の

と

お

り
で

あ

る
。

箆

海
東
華
厳
の

祖
で

あ
る

義
湘
は
・

そ
の

著
・

棄
法
界
図
』

の

冒
頭
に
・

華
厳

棄
の

教
義
を
述
べ

た

詩
を

」
つ

の

大
き

　

　
　
な

印
の

中
に

回
文
を
曲
が

り

く
ね

ら
せ

て

掘
り

込
ん

だ

よ
う
な
形
で

示

し

た
の

ち、

こ

う
し
た

形

で

示

し

た

理

由
に
つ

い

て
、

　

　
　

次
の

よ
う
に

述
べ

て

い

る
。

　

　
　

問、

何
以
故
依
印

。

答、

欲
表

釈
迦
如

来
教
網
所
摂
三

種
世

聞
、

従
海
印

三

昧
槃
出
現
顕
故

。

…
：・

…

三

種
世
間
摂
尽
法
故

。

　

　
　

不
論
余
者、

広
義

者
如
華
厳
経
説

。

（

大
正

四
五

・

七
一

一

a
）

　

　
　
こ

こ

で

は

盧
舎
那

仏
で

は

な
く

釈
迦
如

来
と

し

て
い

る

が

海
印

を

円
円
海
に

置
き
換
え

れ

ば
、

『

釈
論
』

と

同
様
に
（

果
）

海

　

　
　
と

仏
と

三

種
世
間
と
一

切

法

等
の

相
摂
関
係
が

明

示

さ

れ

て
い

る
こ

と

に

な

ろ

う
。
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さ
て

、

『

釈
論
』

の
「

盧
舎
那

仏
は

三
種
世

間
を

そ
の

身
心

と

為
す
」

の

文
旬
は
、

こ

の

通
り
の

言
葉
で

は

現

行
の

『

華
厳
経
』

に

は

見
え
な
い

。

『

探
玄

記
』

巻
三
の

盧
舎
那
品
の

釈
で

も、

「

此
の

舎

那

身

報
身
に

局
る
に

非
ず

。

器

等
の

三

種
世
間
に

通

じ
、

十
身
を
具
す
る

を

以
て

の

故

な
り

」

（

大
正

三

五
・

一

四

六
c
）

と

説
く
の

み

で
、

身
心
の

語
を

用
い

て

い

な
い

。

一

方、

『

】

乗
法
界
図
』

自

体
と
、

『

一

乗
法

界
図
』

に

対

す
る

諸
注
釈

お

よ
び

義
湘
の

言
葉
や
逸
話
な
ど

を
集
録
し

た

『

法
界

図
記
叢
随
録
』

に

は

し

ば
し
ば

見
え
て

い

る
。

ま

た
、

『

法

界
図
記

叢
髓
録
』

の

引
く
『

道

身
章
』

は
、

義
湘
の

弟
子
の

道
身

が

師
の

言

葉
を
書
き
と

ど

め

た

も
の

で

あ
り、

お

そ

ら
く
は

主
と

し
て

法
蔵
が

義
湘
の

も
と

に

送
っ

た

著
作
に

つ

い

て

の

質

疑
を
録
し

た

も
の

で

あ
る

が
、

そ
こ

で

は

次
の

よ
う
に

い

う
。

道

身
章
云、

問
日、

三

世

間
為
仏

身
心

者、

仏
身
大
寛
故、

衆
生

等
在
仏
身
心

。

答
日
…

…

（

大
正

四
五
・

七

二

六

b
）

【

中
略
】

こ

こ

で

証
分
と

言
わ

れ

て
い

る
「

摂
三

世
間
之
海
印
」

が
、

『

釈
論
』

が

果
海
と

し

て

強

調
す
る

円

円
海
に

相
当
す

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ
ろ

う
。

『

釈
論
』

の

先
ほ

ど

の

議
論
で

は、

「

摂
と
不

摂
の

故
に

過
無
し

」

と

会
通
さ
れ
て

い

た

が
、

』

乗
法

界
図
』

で

は
一

門
と

十

門
の

相
摂

関
係
に

つ

い

て
、

次
の

よ

う
に

云
う

。

問
、

一

門
中
摂
十
尽
不

。

答、

尽
不
尽

。

所
以

者
何
。

須
尽
即
尽、

須
不
尽
即
不
尽

。

是
一

四

句、

護
過
失
非

。

（

大
正

四
五

・

七
一

四
cV

す
な
わ
ち
、

「

尽
」

の

観
点
か

ら

す
れ
ば

摂
し

尽
く
す
し

、

「

不
尽
」

の

観
点
か

ら

す
れ
ば

摂
し
尽
く
さ

な
い

の

で

あ
り、

矛

盾
の

過

失
は

な
い

と
い

う
の

で

あ
る

。

ま
た

『

法
界
図
』

は、

上
の

引

文
の

直
前
で
、

若
依

別
教
一

乗、

理

理

相
即、

亦
事
事
相
即

、

亦
得
理

事
相
即
、

亦
得
各
各

不
相
即、

亦
得
相
即

。

（

七
一

四
b
）

と

も
述
べ

て

い

る
。

無
礙
や

相
即
と
い

っ

た

肯
定
的
な

面
ば
か

り

を
強

調
す
る

法
藏
以
後
の

中
国
華
厳
と

違
っ

て
、

相
即
と

と

も
に

不
相
即

を
説
く
の

が

新
羅
華
厳
の

特
徴
で

あ
る

。
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『

釈
論
』

は

巻
三

に

お
い

て

も
同
じ

問
題
を
論
じ

て

お

り、

そ
こ

で

は

「

一

切
衆
生

は

同
一

相
続
し

て

差
別
無
き
こ

と

を
顕

示
」

す
る

自

宗
決
断
と
、

衆
生

と

無
上
尊
の

違
い

を
説
く
望
別
決
断
の

二

門
を
示
し

、

「

上
の

所

説
の

文
、

相
違
の

過
無
し

」

（

六
一

九
a
）

と

会
通
し

終
わ
っ

て

い

る

が、

こ

の
一

断
一

切

断
お

よ
び

本
来
無
所
断
の

問
題
も
次
の

よ
う
に

『

道

身
章
』

に

見
え
て
い

る
の

で

あ
る

。

又

道
身
云、

有
文
云、

一

断
一

切

断
。

有
文
云、

実
無
所
断

。

彼

是
則
此
非

。

此
是
則
彼
非

。

云
何
会
通

。

答、

以

徳
言
之
、

従
始
無

障
。

以

惑

望
之、

覆
無
尽
徳

。

（

七

二

九
c

）
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以
上
の

点
を
主
た

る

根
拠
と

し
て

石

井
氏
は

新
羅
成
立

説
を
展

開

し

て

お

ら
れ
る

わ
け
で

あ
る
が
、

そ
の

各
々

の

根
拠
と

さ

れ
る

も
の

に

つ

い

て

は

何
ら

疑
問
が

な
い

わ
け

で

は

な
い

。

こ

れ

よ

り

以

上

に

附
し
た

番
号
ど

お

り
に

そ
の

疑

問
と

さ
れ

る

点
を

挙
げ、

そ
の

問
題
に

関
し

て

考
察
し

て

ゆ

く
こ

と
に

し

よ

う
。

1

何

故
に

海

印
が

円

円

海
に

置
換
可

能

な
の

で

あ
る

か

？

　
石

井
氏
は
「

こ

こ

で

は

盧
舎
那
仏
で

は

な
く
釈
迦

如

来
と

し
て

い

る
が

海
印
を
円
円
海
に

置
き
換
え

れ

ば
、

『

釈
論
』

と

同
様
に

（

果
）

海
と

仏
と

三

種

世

間
と
一

切

法
等
の

相
摂

関
係
が

明

示
さ

れ

て
い

る
こ

と

に

な
ろ

う
。

」

と

言
い
、

ま

た
「

こ

こ

で

証
分

と

言
わ

れ

て

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　
ユ

い

る
「

摂
三

世

間
之
海
印
」

が、

『

釈
論
』

が

果
海
と

し

て

強
調

す
る

円
円
海
に

相
当
す
る
こ

と

は

明

ら
か

で

あ
ろ

う
」

と

し

て
、

海

印
が

円
円

海
と

置

き
換
え

が

可

能
で

あ
る

と

し

て
い

る
。

お

そ

ら

く

海
印

三

昧
が

三

種
世

間
法
を
示

現
す
る

如

く
、

円
円
海
も
「

言

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ヱ

諸
佛
者

則
是
不

二

摩
訶
衍
法

。

所
以

者
何

。

此
不
二

法
形
於
彼

佛
其

徳
勝
故

。

」

と

言
う
よ

う
に

諸

仏
を

形
わ
す
と
い

う
点
に

於
て

両

者
は
置
換

可
能
と

す
る

の

で

あ

ろ

う
。

し

か

し
、

海
印
三

昧
が

盧

舎

那
所
得
の

三

昧
で

あ

る
の

に

対
し

て
、

『

釋

摩
訶
衍
論
』

は

円
円

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

な　

海
に

関
し

て
「

是
摩
訶

衍

法
諸
佛
所
得
耶

。

能
得
於
諸
佛、

諸
佛
得
不
故

。

」

と

し

て

諸
仏
の

所
得
で

は

な
い

と

明

言
し

て

お

り、

両
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上

　
　

E

　
　

円
円
海

ー
IlA

　
　

　
　
　

　
　

『

釋

摩
訶

衍
論
』

　
先

ず
A
と

B
、

　
先

述
の

通
り、

容
を

有
す
る

も
の

で

は
な
い

と
い

う
こ

と

は

確
実
で

あ
る

。

昧
は
如

何
に

位
置
づ

け
ら

れ
う
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

者
を

直
ち

に

置
き
換
え
る
こ

と

に
つ

い

て

は

問
題
が

あ
る
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

こ

こ

で

は

そ
の

点
に

つ

い

て

考
察
し

て

み

る
こ

と

に

し
た
い

。

　
先
ず

『

釋
摩
訶

衍
論
』

と

『

一

乘
法

界
圖
』

の

両
者
が

相
似
す
る
と

し

て

指
摘
し

て

い

る
文

章
を
挙
げ
る

と

次
の

と

お

り

で

あ
る

。

　
　

　
O
言
諸

佛
者
則
是
不
二

摩
訶
衍
法

。

所
以

者
何

。

此
不
二

法
形
於
彼
佛
其
徳
勝
故

。

大
本
華
嚴
契
經

中
作
如
是
説

。

其
圓
圓

　
　

　
　
海
得
諸

佛
。

勝
故

。

其
一

切

佛
不
能
成

就
圓
圓
海

。

若
爾
何
故
分

流
華
嚴

契
經
中
作
如

是
説

。

盧
遮

那
佛
三

種
世
間

爲
其

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　バ
リ　

　
　

　
　
身
心

。

三

種
世

間

攝
法
無
餘

。

彼
佛
身
心

亦
復
無
有
所
不
攝
焉

。

盧

遮

那
佛
雖
攝
三

世

間
而

攝
不

攝
故

。

是
故
無
過

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

『

釋
摩
訶
衍
論
』

　
　

　
○
問、

何
以

故
依
印

。

答、

欲
表
釋
迦
如

來
教
網

所
攝
三
種
世
間、

從
海
印
三

昧
槃
出
現

顯
故

。

…
…

…
三

種
世
問
攝
盡
法

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
り

　
　

　
　
故

。

不
論
餘
者、

廣

義
者
如

華
嚴

經
説

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

『

一

乘
法
界
圖
』

こ

こ

で

便
宜

上
、

以

上

の

両
文
の

構
造
を
明

確
に

す
る
た

め

に

図
示

す
る

と

以
下
の

よ
う
に

な
る

。

　
　
一

切
諸

仏
　
u

　

廬
随
 

筐
嗹

陞
櫚
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

三

種
世

間

B

　

　
　
　

下
D

　
釈
迦

　
旨

　

海
印一
二

昧

『

一

乘
法
界
圖
』

つ

ま
り

円
円
海
と

海
印
三

昧
は

如

何
に

関
わ

り
合
う
も
の

で

あ
る
の

か

考
察
し
て

み

よ
う

。

海
印
三

昧
は

仏
の

所
得
で

あ
る
の

に

対
し
て

円
円
海
は
一

切

諸
仏
の

所
得
で

は

な
い

と

さ

れ
、

両
者
は

同
様
の

内

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

そ
れ
で

は

『

釋

摩
訶
衍
論
』

に

於
て

『

一

乘
法
界
圖
』

で

言
う
海
印
三
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『

一

乘
法
界
圖
』

で
は

「

三

種
世
間
は

海
印
三

昧
に

よ
っ

て

顕
現
さ
れ
る
」

と

し
て

い

る

が
、

そ
の

三

種
世
間
な
る

用

語
は

『

釋

摩
訶
衍
論
』

に

於
て

は

『

分
流
華
嚴
契
經
』

の

引
用

文
以
外
に

も
清
浄
本

覚
の

鏡
喩
に

於
て

の

み

用
い

ら

れ

る
。

そ
こ

で

は

「

云

何

名
爲
三

種
世
間

。

一

者
衆
生

世
間

。

二

者

器
世
間

。

三

者
智
正
覺
世
間

。

衆
生
世
間

者
謂
異
生

性
界

。

器
世
界
者
謂
所
依
止

土
。

智

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

正

覺
世
間
者
謂
佛
菩
薩

。

日

疋

名
爲
三

。

」

と

述
べ

て

お

り
、

明

ら
か

に

華
厳

教
学
で

言

う
三

種
世
間
と

同
様
の

内
容
を
有
す
る

こ

と

が

理

解
で

き
る

。

但
し

、

そ
の

三

種
世
間
に

つ

い

て

『

釋

摩
訶
衍
論
』

は

「

性
淨

本
覺
三

世

間
中
皆
悉
不
離
熏
習
彼
三

而
爲
一

覺
莊
嚴

一

大
法
身
之
果
是
故
名
爲

因
熏
習
鏡

．

桟

ピ
言
っ

て

お

り、

ま
た

同
時
に
・

因

熏
習
鏡
亦
復

恕
丐

熏
一

切
法
爲
清
淨
覺
令
平
等
故

・

博

と

言
っ

て

お

れ

ば
、

三
種
世
間
は

因

熏
習

鏡
上
の
、

或
い

は

清
浄
本

覚
上
の
一

切

法

と

し
て

位
置
づ

け

ら
れ
て

い

る
。

こ

の
一

切
法

と

は

「

何
因

縁
故
本
覺
智

中
種
種
諸

法
如

彼
本
覺
離
諸
過

耶
。

種

種
諸

法
皆
悉
無
不

眞
實
體
故

。

如
本
以
一

切

法
即

眞
實
性
故

。

自

此
巳
下

作
縁
決
疑

。

謂

有
衆
生

作
如
日

疋

疑
。

三

世

間
中
衆
生
世

間

無
明

染
法
具

足

圓

滿
流
遷

動
無

休
息

時
。

如

是
世

間
現

本
覺
者
不

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ぜ

可
得
言
本
覺
清
淨

遠
離
諸

過
。

」

と

述
べ
、

染
法
を

含
む

多
様
な
諸
々

の

法
と

し

て

お

り、

ま
た

因

熏
習
鏡
は

生

滅
門
の

範
疇
内
の

概

念
で

あ
れ

ば、

そ

れ
は

生

滅
門

で

言

う
生

滅
不
生

滅
和
合
の
一

切

染
浄
法
を
内

容
と

す
る

も
の

で

あ
る
こ

と

が

分
か

る
。

若
し
『

釋

摩
訶
衍
論
』

が

論
全
体
を
通
し

て

統
一

的
に

三

種
世
閲
な
る

用

語

を
用
い

て
い

る
と

し
て
、

『

分

流

華
嚴

契
經
』

に

於
け

る

そ

れ
も
例

外
で

は

な
い

と

す
れ
ば

、

『

一

乘
法
界
圖
』

の

海
印
三

味
は

『

釋
摩
訶
衍
論
』

に

於
て

清
浄
本
覺、

或
い

は

三

自
一

心

摩
訶

衍
に

相
当

す
る

と

考
え
た

ほ

う
が

自
然
で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

こ

の

『

釋

摩
訶

衍

論
』

が

海
印

三

昧
を

所
入
の
一

心

と

し

て

扱
い

得
る

と
い

う
こ

と

は
、

奇
し

く
も

法
蔵
の

『

修
華
嚴
奥
旨
妄
盡

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

還
源
觀
』

に

於
て

「

言
海
印
者

眞
如

本
覺
也

。

【

中
略
】

經
云、

森
羅
及
萬
象
一

法
之

所
印

。

言
一

法
者
所
謂
一

心

也
。

」

と

述
べ

て

い

る

箇
所
と

合
致

す
る

。

こ

の

こ

と

は

必

ず
し

も
『

釋
摩
訶

衍
論
』

が

そ
れ

を

参
照
し

た

と
い

う
こ

と

で

は

な
い

の

で

あ
る

が
、

そ

の

『

大
乘
起
信
論

義
記
』

は

既

に

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

『

大
乘
起

信
論
』

解
釈
に

対
し

て

多
大
な

影
響
を

与
え

て

お

り、

法
蔵
の
一

連
の

著
作
は

『

一

乘

法

界
圖
』

と

並
ん

で

ほ

ぼ

同

時
期
に

当
た

る

も
の

で

あ
れ

ば
、

『

釋
摩
訶

衍
論
』

の

作
者
が

知
り
う
る

海
印
三

昧
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と

そ
の

円
円

海
の

関
わ

り
を

知

る

う
え

で
、

そ

れ

ら

に

対
し

て

も
一

暼
し

て

お

く
必

要
が

あ
ろ

う
。

　

　
『

釋
摩
訶
衍
論
』

は

修
行
種

因

海
に

関
し
て

「

何
故
八

種

本
法
從
因

縁

起
。

應
於
機
故

。

順

於
説
故

。

何
故

應
機

。

有
機
根
故

。

如

是
八

種
本
法

諸
佛
所
得
耶

。

諸
佛
所
得、

得
於
諸
佛
不
故

。

菩
薩
二

乘
一

切

異
生
亦
復
如
是

。

修
行
種
因

海
是

焉
。

所
以

者
何

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　

たサ

有

機
根
故

。

有

教
説
故

。

」

と

述
べ

て
い

る

が、

海
印
三

昧
に

関
し
て

法
蔵
は
『

五

教

章
』

に

於
て

「

於
海
印
定
中
同
時
演
説
十

十

法

　

かり

門
」

と
し

て

お

り、

『

釋
摩
訶
衍

論
』

の

立

場
か

ら

見
れ
ば

海
印
三

昧
は

寧
ろ

修
行
種
因

海
と

し

て
の

性
格

を

有
し

て
い

る
。

ま
た
『

修

華
嚴

奥
旨
妄
盡
還
源
觀
』

に

於
て

「

言
海
印
者
眞
如
本

覺
也

。

妄

盡
心

澄

萬
象
齊
現

。

猶
如
大

海
因

風

起

浪
、

若

風

止

息
海
水
澄
清

無
象
不
現

。

起
信
論
云、

無
量
功

徳
法
性
眞
如

海
。

所
以

名
爲
海
印
三
昧
也

。

經
云、

森
羅
及
萬
象
一

法
之
所
印

。

言
一

法
者
所
謂

一

心

也
。

是
心

即
攝
一

切

世
間
出

世

間
法
即
是
一

法
界
大
總

相
法
門
體

。

唯
依
妄
念
而

有
差
別

。

若
離
妄
念
唯
一

眞
如、

故
言
海
印

　

　
　
ハ
　り

三
昧
也

。

」

と

述
べ

て

お

り、

そ
こ

に

於
て

は

『

釋
摩
訶
衍
論
』

で

言
う
修
行
種
因

海
の

所
入

法
と

し

て

の

体
裁
を
有
し

て

い

る
。

　

こ

の

よ
う
に
、

法
蔵
の

言
う
海
印
三

昧
に

つ

い

て

も
や

は

り

『

一

乘
法

界
圖
』

の

場
合
と
同
様
の

位
置
づ

け

が

な

さ
れ

う
る
の

で

あ
る

。

こ

こ

ま

で

『

一

乘
法
界
圖
』

並

び

に

法
蔵
の

著
作
に

見
え
る

海
印
三

昧
を
概
観
し

て

み

た
が
、

若
し

仮
に

『

釋
摩
訶
衍
論
』

に

あ
る

程
度
海
印
三

昧
に

対
す
る

意
識
が

存
す
る

と

し

て

み

て

も、

『

釋
摩
訶

衍
論
』

に

海
印
三

昧
を

円
円
海
の

下
位
に

位
置
づ

け
る

意
味
で

の

意
識
が

或
い

は

認
め

る
こ

と

が

で

き
よ
う
も

、

敢
て

海
印
三

昧
の

構
造
を

積
極
的
に

利
用
し

て

そ
れ

を
ベ

ー
ス

に

円
円
海

を
構
築
し

た

と

は

考
え
に

く
い

の

で

あ
る

。

　

そ

れ

で

は

C
と

D
を
対
比
し

て

み

る
と

ど

う

だ

ろ

う
。

　

円

円
海
は

「

此
不
二

法
形
於
彼
佛
其
徳
勝
故

。

」

と
さ
れ
て
い

る

が
、

そ

れ
と

同
時
に

「

何
故

離
機
根

。

無

機
根
故

。

何
須
建
立

。

非
建
立

故
。

〜

離
機
根
故

。

離
教
説
故

。

」

と

述
べ

ら
れ

て

お

れ

ば
、

そ

れ

は

諸
仏

を
得

す
る

不
二

摩
訶
衍
を
諸
仏
に

よ
っ

て

お

さ

え

て

い

る
、

或
い

は

諸
仏
を
通
し

て

不
二

摩
訶
衍
を
描
写
し
て
い

る

と
見
る
べ

き
で

あ
り、

こ

の

場
合

、

海
印
三

味
の

場
合
と

異
な
り

積
極
的
に

そ
の

顕
現
が

述
べ

ら
れ
る
こ

と

は

な
い

。

こ

の

「

此
不
二

法
形
於
彼
佛
其
徳
勝
故

。

」

と

表
現
し

た
意
図
は
、

既
に

石
井
氏
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が

指
摘
し

て

い

る

通

り

「

『

釈
論
』

は
、

『

起

信
論
』

の

し

め

く
く

り

た

る

廻

向
頌

に

い

う
「

諸
仏
」

を、

文
字
通
り

「

仏
」

で

あ
る

と

認
め

る

こ

と

が

で

き

な
い

の

で

あ
る

。

廻

向
の

対

象
は
、

あ
く
ま

で

も
「

極
妙

甚
深

に

し

て

独
尊
」

（

六

〇
一

c
）

な
る

不
二

摩
訶

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
ビ

衍
で

な
け

れ

ば

な
ら

な
い

。

」

と

言
う
点
に

専
ら

向
け
ら

れ

て

お

り、

『

大
乘
起

信
論
』

本
文
の

表
現

上
の

問
題
か

ら
『

釋

摩
訶
衍
論
』

が

ど

う
し

て

も
諸
仏
を
不
二

摩
訶

衍
に

直
結
せ

ね

ば

な
ら

な
か

っ

た

の

で

あ
れ

ば
、

そ
の

“

あ
ら
わ

れ

る
”

（

現

顕
・

形）

と
い

う
表

現
の

背
景
・

発
想
は

海
印

三
味
の

そ

れ

と

全

く
異
な
っ

て
い

る

と
せ

ね

ば
な
ら
な
い

。

　
以
上
の

考
察
の

結
果、

A
≠

B
　
C
≠

D
と

の

結
論
が

導
か

れ
、

石
井
氏
が

主
張

す
る

海
印
三

昧
と

円

円

海
の

置
換
に

対
し

て

疑

問
を

禁
じ

え

な
い
。

そ

れ

で

も
若
し

『

一

乘
法
界
圖
』

の

件
の
一

文
が

『

釋
摩
訶

衍
論
』

に

尚
且
つ

関
わ

り

を

有
す
る

と

す
る

の

で

あ

れ

ば
、

そ
こ

に

示
さ

れ

る

構
造
は

寧
ろ

『

釋
摩

詞

衍
論
』

の

上

図
E
に

構
造
的
に

近
似
し

て

い

る

と

見

る
べ

き
で

あ
る

。

し
か

し、

『

釋
摩
訶
衍
論
』

に

於
て

は

三

昧
と

仏
の

関
連
に

関
す
る

記
述
が

存
せ

ず、

ま
た

⊃

乘
法
界
圖
』

に

於
て

は

仏
の

身
・

心

に

つ

い

て

述
べ

ら
れ
る

こ

と

が

な
く、

そ
の

両
者
の

文
章
は

直
接
符
合

す
る
こ

と

が

な
い

の

で

あ
る

。

で

あ
れ
ば
、

両
文
の

関

連
性
を
証
明

す
る
こ

と
は

極
め

て

困

難
で

あ
る

と

言
わ

ね

ば

な
ら

な
い

。

2

「

仏

身
心
」

は

『

釋
摩
訶

衍
論
』

の

成

立

地

域

を

限
定

す
る

ほ

ど

新
羅
仏

教
に

於
て

特
徴

的
な
用

語
な
の

で

あ

ろ

う
か

？

　
『

法
界
圖
記
叢
髓
録
』

に

て

「

佛
身
心
」

な

る

用

語
が

如

何
に

用
い

ら

れ
て

い

る
か

を
見
て

ゆ

く
こ

と

に
し

よ
う

。

　
「

佛
身
心
」

と

三

世
間
と

の

関
係
に

関
す
る

言
及
は

概
観
し
た

だ

け

で

も
多

数
の

用
例
を
見
い

だ

す
こ

と
が

で

き

る
。

例
え

ば
、

『

道
身

章
』

か

ら
の

引
用
と

し

て

既
に

以
上

に

て

挙
げ
ら

れ

た

「

道
身

章
云

。

問
三

世
間
爲

佛
身
心

者
、

佛
身
大
寛
故
、

衆
生

等
在

　
　
　

　〔
嬰
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　、
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
21一

佛
身
心

耶
」

な
る
一

文
が

あ
り、

ま
た

『

法
記
』

の

引
用
と

し

て

は

「

以

三

世
間
爲
自
身
心
、

無
有
一

物
非
身
心
者
故
也

。

」

．
「

如

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
ロ
ウ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
あ
じ

是
佛
證
三

種

世
間

爲
自
身
心

。

」

・
「

以

世
間

爲
自
身
心

故

云
安
住
世
間
也

。

」

等
の

文
を
挙
げ

る
こ

と

が

で

き
る

。

し

か

し

ま
た

同
時
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に

「

佛
身
心
」

と

三

世

間
と

の

関

係
に

つ

い

て

『

道

身
章
』

の

引
用
文
に

於
て

は
「

問
三

世
間
皆
是
佛
者、

草
木
取
用

則
害

佛
身
得

　
　
　

まリ
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

ハ
あい

罪
耶

。

」

と

欝
い
、

『

法

記
』

の

引
駕
文
に

於
て

は
「

謂

佛
心

中
證
三

世
間
」

と

も
述
べ

て

お

り、

「

佛

身
心
」

は
「

佛
身
」

と
も
「

佛

心
」

と

も
換
言
さ
れ
て

お

り
、

そ
こ

に

あ

る

種
の

特
殊
な

意
味
内

容
を
見
い

出
す
こ

と

は

困
難
で

あ
る

。

似
し
、

そ
れ

に

鬻
す
る
言

及
は

「

佛
身
心
」

な
る
用

語
が

用
い

ら

れ

る

場

合
が

圧

鯵
的
に

多

数
で

あ
り

、

ま
た

大
正

蔵
経
を
見
園

し
て

も
、

仏

の

身
心

と
い

う

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あリ
　

　
　
　
　
　
　
　

ハ
を

表
現
は

極
め

て

稀
有
で

あ
り、

私
の

知
る

限

り
『

菩
薩
善
戒
經
』

・
『

大
乘

義
章
』

等
に

於
て

数
例
認
め
ら

れ
る
に

過

ぎ

ず
、

そ
の

意

味
か

ら

も
そ

れ

は

『

道

身
章
』

・
『

法
記
軸

の

表
現
上
の

特
徴
と

し
て

認
め

る
こ

と
が

で

き
よ
う

。

　

転
じ
て

『

蹕
摩
詞

衍
論
』

の

仏
の

「

身
心
」

に

目
を
向
け

る

と
、

「

盧
遮

那
沸
三

種
世

間
爲
其
身
心

。

」

と
い

う
一

文
を
除

外
す
れ

ば、

『

大
乘
起
信
論
』

の

本
文
の

引
用
の

箇
所
と

外
道
の

な

し

た

偽
天
像
に

関
し

て

述
べ

て

い

る

箇
所
が

有
る

の

み

で

あ
る

。

前
者
の

場
合、

「

身
心
」

は

苦
を
受
け

る
べ

き

衆
生

の

身
心

を

指
し

て

お

り
、

後
者
の

場
合
は、

外
道

が

呪

文
に

よ
っ

て

天

像
の

身
体
と

心

を

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
ゑ　

完
成

し

て

い

く
と
い

う
こ

と

を
受
け

て

「

身
心
」

と

述
べ

て

い

る
の

で

あ

り
、

件
の

「

佛
身
心
」

と

は

何
ら

関
係
が

な
い

。

　

ま
た
、

身
と

心

を
別
開
し

て

述
べ

て

い

る

箇
所
を

検
索
し
て

も、

そ
れ
は
た
だ

「

法
身
菩

薩
」

に

つ

い

て

雷
及
し
て
い

る

「

九
地

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

まい

菩
薩

眞
如

法
雰
以

自
身

、

般
若
實
智
以
自
心

。

」

の

み

が

認
め

ら
れ
る
に

過
ぎ

ず
、

し

か

も
そ
こ

で
は

身
と

心
が

そ
れ
ぞ
れ
真
如
法
身

と

般
若
実
智
に

配
当
さ

れ

て

お

り、

身
も
心

も
同
一

の

項
目
で

あ
る

三

世
間
に

灣
応
せ

し

め

て

い

る

先
の

場
合
と

は

相
達
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

し
か

し
『

釋
摩
訶

衍

論
』

で

も
や

は

り

理

智

不
二

を

標
榜
し

て

お

り、

そ

の

意
味
か

ら

真
如

法
身
と

般
若
実
智
を

或
い

は

同
一

の

項
穩
と

し
て

取
り

扱

う
こ

と

が

で

き
る
の

で

は

な
い

か

と

も
思
わ
れ

る
の

で

あ
る

が
、

「

言
顯

示
智
身
形
相
門
者、

以

智
攝

色
無

＝
色
而

悲
故

、

説
名
智

身
。

布
墮

欝
顯
示
法
身
形
相
門

煮

以
色
攝
智
無

二

智
而

輩
故

・

馨
法
身

・

矯

ゼ
曾

噂
つ

よ

う
に
、

こ

の

場
合、

智
或
い

は

色
の

観
点
よ

り
相
互
に

摂
し

あ
い
、

し

か

も
そ
の

何
れ
に

於
て

も
「

身
」

と

し
て

表
現

し
て

お

り、

仏
の

身
と

心

を
開
い

て

考
え

る

こ

と

は

な
く、

ま

た

「

佛
身
心
」

な
る

表
現
を
用
い

る

こ

と

も
な
い

の

で

あ
る

。

　

以
上
の

こ

と
か

ら、

「

盧
遮
那

佛
三
種

世

間
爲
其
身
心

。

」

と

し

て

仏
の

「

身
心
」

と
い

う
表
現
を

用
い

て

は
い

る

も
の

の
、

そ
れ
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は

引
用
の

形
式
で

た
だ
一

度
き

り

で

あ
り

、

仏
を

身
と

心
に

別
開

す
る
と
い

う
概
念
を
含
め

て

『

釋
摩
詞
衍
論
』

自

身
の

本
文

中
で

は
｝

切
用
い

ら

れ
る
こ

と

が

な
い

と
い

う
こ

と

が

看
取

さ
れ

る
。

　

そ

れ

で

は

こ

の

『

釋
摩
訶
衍

論
』

に

於
け

る

「

佛
身
心
」

を
如

何
に

理

解
す
れ
ば

よ
い

の

で

あ

ろ

う
か

。

　

仏

身
と
い

う
用
語
に

は

心

的

要
素
が

包
含
さ

れ
て

お

り、

既
に

見
て

き
た

通
り、

「

佛
身
心
」

は

「

佛
心
」

と

も
「

佛
身
」

と

も
換

言
が

可

能
で

あ

穆
、

そ
こ

に

特
殊
な

意
味
内

容
が

見
い

出
せ

な
い

の

で

あ
れ

ば
、

『

釋

摩
訓

衛
論
』

中
の

表

現
を
含
め

て、

「

佛
身
心
」

は
｝

般
の

個
人

的
な
発
想

に

よ

る

表
現
の

バ

リ
エ

ー

シ
ョ

ン

と
兇
る

余
地
も
認
め

ら

れ

る

は

ず
で

あ
る

。

し
か

し
、

同
時
に

『

釋
摩

訶

衍
論
』

或
い

は

『

道
身
章
』

『

法
記
』

以

前
に

於
て

そ

れ

が

慣
用

さ

れ

て

い

な
い

点
か

ら
見

る

と、

『

釋
摩
訶

衍
論
』

と

新

羅
論

書

と

の

関
連
性
を

想
定
す
る
こ

と

も
可

能
で

あ
ろ

う
。

但
し
、

や

や
時
代
は

下
が

る

も
の

の
、

澄
観
の

疏
に

於
て

も
「

佛
身
心
」

が

用

い

ら

れ
て

い

る

と
い

う
事
実

を

考
え
る

と、

た

と

え
仮
に

『

釋
摩
詞

衍
論
』

の

「

佛
身
心
」

が

新
羅
論
書
か

ら
の

影

響
で

あ
る

と
し

て

も、

そ
の

こ

と
に

は

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

成
立
地
域
を
限
定
す
る

必

然
性
は

無
い

の

で

あ
り、

梅
れ

に

せ

よ

地

域
の

特
定
は

困

難

な
の

で

あ
る

。

　
　
　
　
　

3

　
『

釋

摩
詞

衍
論
』

の

「

攝
・

不

攝
」

は

尽
・

不
尽

、

　
　
　
　
　
　
　

或
い

は

相
即
・

不

相
即

に

対

応

す
る

も
の

で

あ

る
か

？

　

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

「

攝
」

「

不

攝
」

と

『

一

乘
法
界
圖
』

の

「

盡
」

「

不
盡
」 、

及
び

「

椙
即
」

「

不
絹
即
」

は

そ

れ

ぞ

れ

同
様
の

発
想
の

も
と

に

な
さ

れ

た

概
念
で

あ
る

と

指
摘
し

て

お

ら

れ

る

が
、

果
た

し

て

断
言

し

う
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

石
井
氏
の

指

摘
す
る

箇
所
は

次
の

と

お

り

で

あ
る

。

　
1
　
問

、

一

門
中
攝
十
盡
不

。

答
、

叢
不

纛
。

所
以

者
何

。

須
蠡
即

盡
、

須

不

盡
卸

不
盡

。

其

義
云

何
。

以
一

事
辨
一

多

故

師
盡

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
けり

　
　
　
以

異
事
辨
一

多
故

即
不
盗

。

【

中
略
】

是
一

四
句、

護
過
失
非

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

『

一

乘
法

界
圖
』
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ハ
と

　

2
　
若

依
別
教
一

乘、

理

理

相
即、

亦

事
事
相
即、

亦
得
理

事
相
即

、

亦
得

各

各

不
相
即

、

亦
得
相
即

。

　
『

一

乘
法
界
圖
』

　
　

　

大
本

華
嚴
契
經

中
作
如
是
説

。

其
圓
圓

海
得
諸
佛

。

勝
故

。

其
一

切

佛
不

能
成
就
圓

圓
海

。

若

爾
何
故
分

流

華
嚴
契
經

中
作

　
　

　

如
是

読
。

盧
遮

那
佛
三

種
世
間
爲
其
身
心

。

三

種
世
間
攝
法
無
餘

。

彼
佛
身
心
亦
復
無
有

所
不

攝

焉
。

盧
遮
那
佛
雖
攝
三

世

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　ハ
ヨ

　
　

　

間
而
攝
不
攝
故

。

是
故

無
過

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

『

釋
摩
訶

衍

論
』

　

先

ず
最
初
に

ー

と

『

釋
摩
訶
衍
論
』

、

つ

ま

り
「

盡
」

「

不

盡
」

と

「

攝
」

「

不

攝
」

に

つ

い

て

見
て

み

る

こ

と

に

し

よ
う

。

　

こ

の

『

】

乘
法

界
圖
』

の

「

盡
」

「

不
盡
」

に

関
し

て

は

法
蔵
も
『

五

教
章
』

に

於
て

同
様
に

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ロリ

　
　

「

問
一

門

中
攝
十

盡
不

。

答
盡
不
盡

。

何

以

故
。

一

中
十

故
盡

。

十
中
一

故
不
盡

。

四
句
護
過
非
顯
徳
等

。

準
之

可

解
耳

。

」

　

こ

こ

で

は
「

一

門
中
既
具
足
十

義
故

、

明

知
一

門

中
皆

有
無

盡
義

。

」

と

し

た

う
え

で、

上

述
の

よ
う
な

質
問
が

な

さ

れ
、

一

中
十

の

故
に

「

盡
」 、

十
中
一

の

故
に

「

不
盡
」

と

さ

れ

て

い

る
。

　
一

方
『

一

乘
法
界
圖
』

の

「

盡
」

「

不
盡
」

に

目

を

転
じ

る

と
、

一

事
に

よ
っ

て
一

多

を
辨
じ

る

が

故

に

「

盡
」

、

異
事
に

よ
っ

て

一

多
を
辨
じ
る

が

故
に
「

不

盡
」

と

し
て

お

り、

「

盡
」

「

不

盡
」

で

あ
る

根
拠
が

法
蔵
の

そ

れ
と

異
な
っ

て

い

る
。

そ
こ

で

言
う
「

一

事
」

「

異
事
」

に

関
し

て

そ
の

注
釈
書
で

あ
る
『

法
界

圖
記
叢
髄
録
』

で

は

「

大
記
云
」

と

し

て

「

謂
以
二

盡

十

以

三

盡
十

乃

至

以

十

盡
十、

皆
初
一

錢
之
不
盡
徳
也

。

問
以
二

事
辨
二

多

者、

第
二

錢
之

盡
也

。

此
第
二

之
不

盡

何
耶

。

答
以
一

事
辨
一

多、

以
三

事
辨

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

ヨ　

三

多

等、

皆
是
第
二

之
不
盡
也

。

」

と

し

て
い

る

が
、

『

一

乘
法

界
圖
』

本
文
で

「

異
門
」

に

関
し
て

「

經
云

初
發
心

菩
薩
一

念
功

徳

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　ハ
ま

不
可
盡
者
如

第
一

錢
。

何
以
故

。

約
冖

門

顯

無
盡
故

。

何
況
無
量
無
邊
諸
地
功

徳
者
如
第
二

錢
巳
去

。

何
以

故
。

約
異
門
説
故

。

」

と

述
べ

て

お

り、

そ
の

両
者
の

「

一
」

と

「

異
」

の

関
係
は

同
様
の

内
容
を
有
し

て

お

り
、

『

法

界
圖
記
叢
髄
録
』

の

解

釈
は

妥

当
な

も

の

で

あ
る

と

考、
託

ら
れ

る
。

つ

ま
り

、

多
を

構
成
す
る

各

要
素
を
そ

れ

ぞ

れ
本
数
に

据
え
た

際
に

相
互
に
「

盡
」

「

不

盡
」

が

あ
る

と

し

て

い

る
の

で

あ
る

。

　
上

述
の

よ
う
に

『

五

教
章
』

と

『

一

乘
法
界
圖
』

の

両
者
は

そ
の

「

盡
」

「

不
盡
」

の

根
拠
を
異
に

し

て

い

る
。

但
し、

そ
の

表
現
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は

極
め

て

酷
似
し
て

お

り
、

一

方
が

も
う
一

方
を

参
照
し

た

も

の

で

あ
る

と

想
定
さ
れ
う
る

の

で

あ
る

。

『

一

乘

法
界
圖
』

は

総
章
元

年
（

668

年
）

の

作
で

あ

る

と

さ

れ
る
が、

『

五

教
章
』

は

法

蔵
（

643

年
〜

712

年）

三

十
余
才
の

作
と

さ

れ、

ま
た

総

章

元
年
に

は

未
だ
串
家
し

て

お

ら

ず
、

ま

ず
『

一

乘
法
界
圖
』

が

先
行

し

て

い

る
と

考
え
ら
れ
る

。

し

か

し
、

こ

と

『

釋
摩

訶
衍
論
』

の

作
者
が

知
り

う
る

と
い

う
意
味
に

於
て

は
、

両
者
の

「

盡
」

「

不

盡
」

と
い

う
表

現
は

同
時
に

益
存
し
て

お

り
、

そ
の

「

盡
」

「

不

蠱
」

の

根

拠
は

異

な
る

も
の

の
、

そ
の

表

現
に

関
し

て

の

み

問
題
と

さ

れ
て

お

れ
ば、

「

盡
」

「

不
盡
」

は
栽

羅
仏

教
に

限

定
さ

れ
た

表
現
で

あ
る

と

は

し

え

な
い

の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

　

そ
れ
で

は

「

柵
即
」

「

不

稲
即
篇

に

つ

い

て

は

ど
う
で

あ
ろ

う
か

。

　

『

釋
摩
訶

衍

論
』

の

「

攝
」

「

不
攝…
」

は
「

盧
遮
那

佛
雖

攝
三
世
間

爾
攝
不

攝
故

。

是
故

無
過

。

」

に

於
て

見
ら

れ
る

が、

「

盧
舎
那

は

三
置

間
を
摂

す
る

が
」

と

し

て

「

攝
」

「

不
攝
」

を
言
う
の

で

あ

れ

ば
、

そ
の

「

攝
」

は

三

世
間
を
指
し
て

言
っ

て

い

る

も
の

で

あ

る
こ

と
が

容
易
に

理

解
で

き
る

。

ま

た

そ

の

「

不
攝
」

に

つ

い

て

見

る

と
、

『

大

本
華
嚴

契
經
』

と

『

分

流
華
嚴

契
經
』

の

記
述
の

内

容
が

異
な
っ

て
い

る
こ

と

を
会

通

す
る

た

め

に

以
上
の

よ
う
に

述
べ

て

い

る
の

で

あ
れ

ば、

当
然
そ
の
一

切

仏
が

成
就
す
る

こ

と

の

で

き
な
い

円
円

海
を

指
示
し

て

い

る

と

考
え

る

べ

き
で

あ
ろ
う

。

　

そ
れ
で

は
こ

の

摂
三

世
間
・

不
摂
円
円
海
は

相
即

・

不
相
即
と

如

何
に

関
わ

り

合
う
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

上
の

2
と

し

て

示
し

た

』

乘
法
界
圖
』

の
一

文
に

よ
れ
ば、

「

理

理
の

相
即、

事
事
の

相
即

、

ま
た

理

事
の

飆
即

を
得
る
」

と

し

た

上
で

、

「

ま

た
各
々

の

不
相
即

を
得
る
」

と

し

て

お

拳
、

そ
れ
ぞ
れ

の

場
合
に

於
て

不
相
即
を
認
め

る
、

或
い

は
相
即
と、
不

相
即

を

同
時
に

認
め

る

と

し

て

い

る
。

要
す
る

に
、

相
即
・

不

相
即
に

つ

い

て

は

そ

の

絹
即
・

不
相
即
と

し

て

結
ば

れ
る

両
項
目
は

同
じ

な

の

で

あ
り

、

仮
に

具
体
的
に

言
え

ぱ
、

一

即
十
は

同
時
に
一

不
即

十
と
い

う…
場

合
、

一

と

十
と
い

う
鶴
じ

項
目
に

つ

い

て

梱
即
・

不

相
即
を

言
う
こ

と

に

な
る
の

で

あ
る

。

し

か

し

『

釋
摩
訶
衍
論
廓

の

本
文
を

見
る

か

ぎ
り、

摂
は

盧
舎
那
仏
と

三

種
世
間
法
と
の

関

係
に

於
て

述
べ

ら

れ

て

お

り、

不
摂
は

盧
含
那
仏
と

円

円
海
と

の

関

係
に

於
て

述
べ

ら

れ
て

お

れ

ば、

三

種
世

間
法
が

後
者
に

於
て
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は

円
円
海
に

す
げ
替
え

ら
れ
て

お

り
、

こ

の

こ

と

は

相
即
・

不
相
即
の

場
合
と

異
な
る
の

で

あ
る

。

　

『

釋
摩
訶

衍

論
』

で

は

既
に

「

何
故
不
二

摩

訶

衍
法
無
因

縁
耶

。

是

法
極
妙
甚
深
獨
尊

。

離
機
根
故

。

何
故
離

機
根

。

無

機
根
故

。

何
須
建
立

。

非
建
立
故

。

是
摩
訶
衍
法
諸
佛
所

得
耶

。

能
得

於
諸

佛、

諸

佛
得
不
故

。

菩
薩
二

乘
一

切
異
生

亦
復
如
是

。

性
徳
圓
満

海
是
焉

。

所
以
者
何

。

離
機
根
故

。

離
教
説
故

。

何
故
八

種
本
法
從
因

縁
起

。

應
於
機
故

。

順

於
読
故

。

何
故
應
機

。

有
機
根
故

。

如

是
入

種
本
法
諸
佛
所
得

耶
。

諸
佛
所
得、

得
於
諸
佛
不
故

。

菩
薩
二

乘
一

切
異
生

亦

復
如

是
。

修
業
種
因

海
是

焉
。

所
以

者
何

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ハ
む

有
機
根
故

。

有

教
説
故

。

」

と

述
べ

、

性
徳
円

満
海
と

修
行
種
因
海
を
対
照
し
つ

つ
、

そ
の

両
者
の

明

確
な
区
別
を
な
し

て

い

る
。

若

し

「

攝
」

「

不

攝
」

が

相
即
・

不
相
即
と

同
様
の

発
想
で

あ
る

と

す
れ

ば
、

盧
舎
那
仏
が

三

世

間

を
摂
す
る

と

同
時
に

そ
の

不
摂
を
、

ま

た

盧
遮

那
仏
が

円
円
海
を
摂

す
る
こ

と

が

な
い

と

同
時
に

そ
の

摂
を
認
め

て

い

る

と

せ

ね

ば

な
ら

ず、

そ
の

上

掲
の

『

釋
摩
訶
衍

論
』

の

考
え
方
に

抵
触

す
る
こ

と

に

な
る

。

　

円
円
海
と

三

種
世
間
は

そ
れ

ぞ

れ

性
徳
円

満
海
と

修
行
種
因
海
に

対
応
す
る

も
の

で

あ

れ
ば

、

そ
の

よ

う

な

『

釋
摩
訶
衍
論
』

に

於
け

る

両
者
の

構
造
と
密

接
に

関
連
を
有
す
る

は

ず
で

あ
り、

「

極
妙
甚
深
獨
尊
」

な
る

性
徳
円

満

海
が

修
行

種

因

海
と
一

線
を
画
す

と

い

う
こ

と

が

『

釋

摩
訶

衍
論
』

の

真
骨
頂
で

あ
れ
ば

、

寧
ろ
「

攝
」

「

不

攝
」

は

そ
の

両
者
を
明

確
に

区
別
す
る

意
識
の

規
制
に

よ

り
成
立

す
る

と

考
え

る
べ

き
で

は

な
か

ろ

う
か

。

つ

ま
り、

「

攝
」

「

不
攝
」

と

い

っ

た

肯
定
と

否
定
の

同
居
は
、

相
即、

不
相
即
の

発
想
か

ら
く
る

も
の

で

は

な

く、

『

釋
摩
訶
衍

論
』

に

独
自
な、

明

確
に

区
別
さ

れ

た

性
徳
円
満
海
と

修
行
種
因

海
の

ヒ

エ

ラ
ル

キ

ー

の

問
題
に

起
因

す
る

も
の

で

あ

る
こ

と

が

推
測
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

4

一

断
一

切

断
・

本
来
無
所
断
は

自

宗
決
断

・

望
別
決
断
と

如

何
に

関
連
を
有
す
る

も
の

な
の

で

あ
る
か

？

石

井
氏
は

自
宗
決
断
・

望
別

決
断
と
一

断
一

切

断
・

本
来
無
所

断
を
並
列

し
て

述
べ

て

お

ら

れ

る

が
、

「

『

釈
論
』

は
、

義
湘
系
と
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ま　

同
じ

問
題
を
取

り
扱
っ

て

い

る
」

と

あ

り
、

そ
の

こ

と
は

両
者
の

関
連
性
を
示
唆
し

て

い

る
と

い

う
こ

と

が

看
取

さ
れ

る
。

こ

れ
は

恐
ら

く、

『

釋
摩
訶

衍
論
』

の

自
宗
決
断
に

於
て
「

自

宗
決
斷
者、

此
論
正
宗

。

爲
欲
顯
示
一

切

衆
生
同
一

相
續
無
差
別

故
。

是
故
可

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
まソ

得
一

修
行

者
無
始
無
明

究
竟
斷
時、

一

切

衆
生
亦

同
斷
盡

。

」

と

言
い
、

ま

た

望
別
決
断
に

於
て

「

舉
圓

滿
者
望

衆
生

界
無

＝

法
而

　
　

　
ハ
ぜ

非
清
淨

。

」

と

言
っ

て

お

り、

そ
こ

に
一

断
一

切
断
・

本
来
無
所
断
と

自
宗
決
断
・

望
別
決
断
の

関
連
性
を

求
め

て

お

ら

れ

る

の

で

は

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　
な

な
い

か

と

推
測
さ

れ

る
。

し

か

し
、

『

法
界
圖
記
叢
髓
録
』

で

は

「

道

身
章
云
」

と

し

て

「

云
一

與
一

切
。

以
一

即
一

切
法
門

故
。

」

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

おり

と

述
べ

て

お

り、

『

釋
摩
訶

衍

論
』

が

衆
生

の

同
一

相

続
を
指
し

て
一

断
一

切

断
と

し

て

い

る
の

と

は

必

ず
し
も
直
接
に

対

応
す
る
も

の

で

は
な
い

こ

と

が

分
か

る
。

そ
れ
で

は

そ
れ
ら
は

如

何
に

構
造
的
に

関
連
す
る

も
の

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

　

『

道

身
章
』

で

は
一

断
一

切

断
と

本

来
無
所

断
を
ど

の

よ

う
に

考
え
て

い

る
の

で

あ
ろ

う
か

。

　
　

又

道
身
云、

有
文
云、

一

斷
一

切

斷
。

有
文

云
、

實
無
所
斷

。

彼

是

則
此
非

。

此
是
則
彼
非

。

云

何
會
通

。

答、

以

徳
言
之、

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　　
せ

　
　

從
始
無

障
。

以

惑

望
之
、

覆
無
盡

徳
。

　

上

文
で

は、

一

断
一

切

断
と

本
来
無
所
断
は

二

律
背
反
す
る
概
念
で

あ

る

と

お

さ

え
て

質
問
を
な
し

て

い

る
が
、

そ
の

答
と

し

て

両
者
の

存
立
の

理

由
が

「

以
徳
言
之

從
始
無
障
」

「

以
惑
望
之

覆
無
盡

徳
」

と

示
さ

れ
る

。

ま
た

『

道
身

章
』

は

更
に

続
け
て

「

道

理

不
在
斷
不

斷
中

、

随

機
言
斷
又

無
所
斷

。

」

と

述
べ

て

お

り、

そ
の

こ

と

か

ら

そ
こ

で

の

問
題
の

力
点
が

断
と

不

断
と

に

あ
る

こ

と

が

分
か

る
。

で

あ
れ
ば
、

両
者

存
立
の

理

由
と

し
て

示

さ

れ

た

「

以

徳
言
之
從

始
無

障
」

と

「

以

惑
望

之

覆
無
盡
徳
」

は

そ

れ

ぞ
れ
本

来
無

所
断
と
一

断
一

切
断
に

各
々

振
り

分
け

ら

れ

て
い

る

と

見
る
べ

き
で

あ

る
。

　

『

釋
摩
訶
衍

論
』

の

望

別
決

断
で

は

「

望
別
決
斷
者、

擧
圓
滿
者
望
衆
生

界
無
一

一

法
而
非
清
淨、

舉
諸
衆
生

望
無
上

尊
入

無
明

　
　

　
　
　
　
む

藏
無
所
覺
知

。

」

と

し

て
「

擧
圓
滿
者
望
衆
生

界
」

と

「

舉
諸
衆
生

望
無
上

尊
」

の

二

つ

の

観

点

を

用
意
し

て

い

る
。

若
し

敢
て

『

釋

摩
訶
衍
論
』

と

『

道
身

章
』

の

関
連
性
を
求
め

る
の

で

あ
れ

ば、

筆
者
は

寧
ろ

こ

の

望
別

決
断
に

示
さ

れ
る
二

つ

の

観
点
と、

徳、

或
い

は

惑
の

観
点
か

ら
見
る

「

以
徳
言
之
從
始
無

障
」

「

以
惑
望
之

覆
無
盡

徳
」

と

の

類

似
性
を
見
い

出
す
の

で

あ
る

。

で

あ
れ

ば
、
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一

断
一

切

断
と

本
来
無
所
断
は

そ
れ
ぞ

れ
「

以

惑
望
之

覆
無
盡

徳
」

「

以

徳
言
之
從
始
無
障
」

を
根
拠
と

し
て

並

存
す
る
か

ぎ

り
、

そ

れ
ら
に
つ

い

て

も
同
じ

く
望
別

決
断
の

範
疇
の

内
に

留
ま
る

も
の

で

あ
る

と

考
え

ね
ば

な

ら

な
い

。

　
以
上
の

考
察
か

ら
、

一

断
】

切

断
・

本

来
無
所
断
と

自
宗
決
断
・

望
別
決
断
が

そ

れ

ぞ

れ

対
応
す
る

も
の

で

あ
る

と

は
考
え
に

く

い
。

寧
ろ

『

道

身
章
』

の
一

断
一

切

断
・

本
来
無
所
断
は

構
造

的
に

は

『

釋
摩
訶

衍

論
』

の

望
別
決
断
に

限
定
さ

れ

る

の

で

あ
り

、

そ
れ
ら
は

全

く
別
の

意
味
を
有
し
、

各
々

別
の

問
題
意

識
に

端
を

発
し

て

お

れ

ば、

両
者

の

関
連
性
を
求
め

る
こ

と

は

困
難
な
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。
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『
釋摩訶衍論』 新羅成立 説に関す る考察

ま

と
め

　

以
上、

新
羅
成

立

説
の

主
た

る

根
拠
で

あ
る

『

釋
摩
訶
衍
論
』

と

義
湘
系

華
厳
と

の

類
似
点
を

敢
て

批
判

的
に

検
証
考
察
し

て

き

た

が
、

そ
の

結
論
と

し
て

、

そ

の

類
似
点
と

目

さ
れ
る

箇
所
の

何
れ
も
が

表

現
上
部
分

的
に

類

似
し
な
が

ら

も、

内

容
的
に

は

全

く

別
の

意
味
を

有
し

、

ま
た

別
の

問
題

意
識
に

端
を
発
し

て

お

り、

こ

の

よ
う
な
相
違
す
る

内
容
を

有
す
る

表
現

上
の

部
分
的

類
似
か

ら

両
者
の

関
連
の

必

然
性
を
求
め

る

こ

と

は

極
め

て

困
難
な
の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ
る
の

で

あ
る

。

そ

れ
故
に
、

石

井
氏
が

主
張

す
る
如
き
「

『

釈
論
』

は
、

義
湘
系
と

同
じ

問
題
を
取

り

扱
っ

て
い

る
」

と
い

う
こ

と
、

延
い

て

は

新
羅
成
立

説
を
直
ち
に

全

面
的
に

賛
同

す
る
こ

と

は

現
時
点
で

は

で

き

な
い

。

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ま

　

確
か

に

「

『

起
信
論
』

の

解
釈
を
め

ぐ
る

盛
ん

な

論
争
を

目
に

し

て

書
か

れ

た

こ

と
は

間
違
い

な
い

。

」

と
い

う
こ

と

に

つ

い

て

は

筆
者
も
大
い

に

賛
成
な
の

で

あ
る

が
、

こ

と

そ
の

「

盛
ん

な
論
争
」

を
新
羅
に

限

定
す
る

と
い

う
こ

と

に

つ

い

て

は

疑
問
が

残
る

。

唯
識
法

相
を

学
ん

だ

と

さ
れ
る

曇
曠
は
、

そ
の

著
で

あ

る

『

大
乘
起
信
論
廣
釋
』

に

於
て

折
々

複
数
の

解
釈
を
紹
介
し
つ

つ

注

釈
を

な
し

て

お

り、

所
謂

中
国
国
内
に

於
て

も
そ
の

「

盛
ん

な

論
争
」

が

予
想
さ

れ

る
。

ま

た

新
羅
法
相
の

太
賢
の

『

大
乘
起
信
論
内
義

略
探
記
』

や

見
登
の

『

大
乘
起

信
論
同
異
略
集
』

は

そ
の

論
調
を

元
暁
と

同
じ
く
し

て

お

り、

『

釋
摩
訶
衍
論
』

が

「

末
那
識
」

の

解
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あソ

釈
を

自
由

奔
放
に

や
っ

て

の

け

て

い

る
の

に

対
し

て、

太

賢
に

い

た
っ

て

は
『

大
乘

起

信
論
内

義
略
探

記
』

に

於
て

例
外
的
に

所
謂

「

末
那
識
」

の

解

釈
を
元
暁
と

同
調
さ
せ

て

さ

え
い

る
。

ま

た

見
登
の

『

大
乘
起
信
論
同

異

略

集
』

は

「

西
河
洙
泗
之
徒
刻
意
而

退

　　
ぜ

矣
」

と

し

て

お

り、

そ
の

批
判
的
な

目
が

新
羅
の

国
内
の

み

に

限
定
さ

れ

て

い

る

と

も

思

わ

れ

な
い

。

　

筆
者
は

現

在、

『

釋
摩
訶
衍
論
』

の

成

立

に

関
し

て

考
察
し

て

い

る

最
中
で

あ
り、

石
井
氏
の

主

張
す
る
新

羅
成
立
説
を
一

つ

の

指

針
と
し
て

注
目

し

て

い

る
の

で

あ
る

が
、

同
時
に

ま

た

中
国
で

の

成
立

の

可
能
性
を
完
全

に

捨
て

さ

る

こ

と

は

出

来
な
い

の

で

は

な

い

か

と

考
え
る
の

で

あ
る

。

勿
論、

既

に

述
べ

た

よ
う
に
、

事
実
「

盛
ん

な
論
争
」

が

新
羅
に

存
し

た

の

で

あ
る
か
、

或
い

は

中
国

で

の

「

盛
ん

な

論
争
」

の

可

能
性
は

完
全

に

無
い

の

か

と
い

う
こ

と

に

つ

い

て

も
問
題
で

あ
る

が
、

そ
れ
に

加
え
て、

何
故
に

『

釋

摩
訶

衍
論
』

の

引
用
が

宗
密
に

よ
っ

て

初
め

て

な
さ

れ
た

の

で

あ
る
か
、

ま

た

法
蔵
が

「

謂
即
根
本
無
明

住
地

本
來
自

性
差
別
随
人

　
　
ホ　

厚
薄
」

と

す
る

主

張
を
退
け
て

「

本
覺
佛
性
強

劣
別
故
如
是
差
別

。

無
明

煩

惱
厚

薄
別
故
如
是
差
別

。

若

言
如

初

者、

此
事
則
不
爾

。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
むソ

所
以

者
何

。

本
覺
佛
性
圓

過
恒
沙
之
諸
徳
無
増
減
故

。

若
言
如
後
者、

此
事
亦
不

爾
。

所
以
者
何

。

一

地

斷
義
不
成

立

故
。

」

と

す

る

『

釋
摩
訶

衍
論
』

に

和
諍
と

し
て

の

会
通
の

考
え
方
が

貫
か

れ
て

い

る
の

か

等
、

様
々

な
問
題
が
い

ま
だ

に

残
存
し

て
い

る
の

で

あ
り

、

現
時
点
に

於
て

は

新
羅
と

中
国
の

両
者
に

目

を
配

る
必

要
が

有
る
の

で

は

な
か

ろ

う
か

。

新
羅
と

中
国
の

間
に

は

濃
密
な
交

流
が

存
す
る
の

で

あ
り、

そ
の

線
引
き
に

当
た
っ

て

は

慎
重
を
期
さ
ね

ば

な
ら
な
い

は

ず
で

あ
る

。
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「

同
一

相
続
」

　

石
井
氏
は

「

な
お、

『

釈
論
』

の

説
く
一

切
衆
生

の

同
一

相
続、

同
時
発
心
な
い

し

同
時
断
結
な
ど
の

問
題
に

つ

い

て

は、

『

華
厳

経
問
答
』

で

も
取
り
上
げ
ら

れ

て

い

る。
」

と

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

『

釋
摩
訶
衍

論
』

の

一

切

衆
生

同
一

相
続
は、

そ
れ
よ

り
後
に

示
さ
れ
る
「

發

起
問
答
結
疑
門
」

中
の

無
明

の

同
一

相

続
・

差
別

相
続
と

決
し
て

無

関
係
で

は
な
く、

『

釋
摩
訶
衍
論
』

は

そ
こ

に

多
く
の

紙
幅
を
と
っ

て

お

り、

そ
こ

で

は

「

こ

の

決
疑
門
の

義
理

は
極
め

て

理

解
し

が

た

く、

云

々
」

と

述
べ

ら
れ、

彼
の

作
者
自
身
が

『

大
乘
起

信
論
』

解
釈
に

際
し
て

特
に

問
題
意
識
を
有
す
る

箇
所
と

目
さ

れ
る。

ま
た

『

華
嚴

經
問
答
』

に

は
「

一

切

衆
生
同
一

相
續
」

な
る

用
語
を
見
い

出
す
こ

と

は

で

き

ず、

両
論

の

関
連
に

つ

い

て

は

更
に

様
々

な
観
点
か

ら
の

考
察
が

要
求
さ
れ

る
は
ず
で

あ
る。
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